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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 4.1 ha

平成 28 年度　～ 平成 32 年度 平成 28 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

万人／年 27年度
（過去3年平均）

32年度

万台／年
27年度
（26年度）

32年度

万人／年 27年度 32年度観光交流センター（仮称）の来場者数 観光交流センター（仮称）の年間の来場者数
目標２の実現にむけた広域交流の起点となるとともに、あらたな観光・地域の交
流拠点として、観光客および地域住民の利用を見込む。 0 5.0

越前市の観光者数 越前市の年間の観光者数
目標２の実現にむけて、地域資源（観光）へ誘導する起点として整備することに
より、観光者数の増加を見込む。 101.5 110.0

高速道路を利用して越前市へ訪れる来訪
者数

武生インターチェンジの利用台数
目標１・２の実現にむけて、交通結節点という地理的特徴を生かし、駅利用者の
みならず道路利用者も利用できる施設として整備することにより、武生ICの利用
者増を見込む。

187.6 207.0

大目標：福井県中央部丹南地域の玄関口に相応しい、「広域交通の拠点」と「広域交流の起点」づくり
　目標１：国道８号・武生インターチェンジ・新幹線駅に近接している立地を活かした広域交通の拠点づくり
　目標２：半径１０ｋｍ圏内に集積している５つの伝統産業や越前海岸などの地域資源へ誘導をはかり、地域の活性化を促す、広域交流の起点としてのまちづくり

　本市は奈良時代に越前国の中心として国府が置かれ、１３００年近く越前地方の中心として栄えた歴史があり、古くから越前和紙や越前打ち刃物、越前箪笥を始めとするモノづくりの盛んなまちである。近年は先端産業の企業立地により地域産業に広がりが増し、県
下第一位の製造品出荷額を誇る産業都市として発展してきた。
　一方、南越駅が設置される北日野地区は、周辺の地区とともに、本市における水田農業の中心的地域として、各種土地改良事業を実施しながら農業の効率化を図ってきた。また、整備区域を含めた周辺地域は、本市で唯一の種田として稲作が行われ、種籾の供給
にも一役買ってきた。
　交通網としては、北陸自動車道福井－武生間が昭和５１年に、武生－敦賀間が昭和５２年に、国道８号バイパスが昭和５６年に一部開通、平成２年に武生区間が全線開通し平成５年に４車線化され広域交流の時代が始まった。
　北陸新幹線は昭和４８年の整備新幹線の整備計画により決定され、本市では、昭和５３年に北陸新幹線「南越駅」設置促進期成同盟会を設立し、設置促進運動に取組み、鉄道建設公団が昭和５７年に県内ルート・駅を発表した。平成２４年６月金沢・敦賀間工事実施
計画が認可され、南越駅の整備が確定した。
　駅周辺整備計画については、平成１５年４月に中心市街地との役割分担を明確にした上で、南越駅周辺地域の将来ビジョンを策定する目的で「南越駅周辺整備基本構想」を策定した。また、金沢・敦賀間の事業認可を受け、平成２６年９月に各分野の代表１６名で策
定委員会を設置し、６回の会議と１回の視察、パブリックコメント、市民フォーラムを経て、昨年１２月に「北陸新幹線南越駅周辺基本計画」を策定した。計画では駅周辺整備のコンセプトを『伝統・文化を未来につなぐ癒しと交流の空間』とし、集積する伝統産業（越前和
紙・越前打刃物・越前箪笥・越前漆器・越前焼）や先端産業を活かすなど、丹南地域の伝統・文化を結び付け、地域資源を再発見し、新しい価値をもった情報を発信する起点として整備し、地域を活性化する場を創出していくこととしている。

・周囲が農振農用地ということもあり、既存の公共交通機関が存在しないため、二次交通の確保と中心市街地への人の流れをつくることが求められる。
・広域交流の起点とすることから、周辺市町へのアクセス手段の確保が必要である。
・国道８号・北陸自動車道・北陸新幹線が結節するため、本市や周辺観光地などの情報発信が重要である。

①北陸新幹線南越駅周辺整備基本計画（平成27年12月策定)
【施設整備と土地利用】
　開業までに備えるべき施設(アクセス道路、駅前広場、パーク＆ライド駐車場、道の駅としての施設、修景施設)を「先行的に整備する区域」、その他の区域を「社会情勢を見据えながら整備を検討する区域」として定める。
　「先行的に整備する区域」については公共が整備し、整備にあたっては公共の整備に見合い、かつ周辺地域に影響を与えないような手法を用いる。
　「社会情勢を見据えながら整備を検討する区域」については、民間活力の気運や熟度の高まりを見定めて、平成２８年度に改定予定の市都市計画マスタープランと整合させながら、進出施設に必要な用途や規模に応じた規制・誘導の手法を適用して、民間
活力の誘導を行う。なお、アクセス道路の沿道については、先進団体の事例を参考に最小かつ限定的な区域において、規制・誘導の必要性や手法の検討を行う。
【二次交通】
　二次交通は、南越駅（仮称）と２つの「まちなか」や周辺市町とのアクセスに必要不可欠である。二次交通としての公共交通は、鉄道や路線バス、シャトルバスなどが考えらるが、南越駅（仮称）では、接続する鉄道がないためバスが主流になると考えられる。周辺市町
とのアクセスについては、周辺市町が連携してバス路線を体系的に整備することが重要であり、いずれも観光地との接続も視野に入れて検討していく。
【道の駅】
　道の駅としての施設の整備運営方式については、新幹線開業に併せて整備可能かという点に留意して整備の主体を検討していく。管理・運営については、「最小限の投資で最大限の効果をあげる」という観点から、予算や法的な制約等に縛られない柔軟性・弾力性
のある施設運営や、経営ノウハウを生かした来訪者ニーズに即応する事業の展開・廃止といった柔軟な事業運営が可能である民間が管理・運営の主体となることが望ましいと考える。
【防災機能】
　「震災やその他災害時において、被災者支援や復興支援、避難者の受け入れ先としての役割」、「台風や大雨、冬季の暴風雪において、避難者の受け入れ先としての役割」が期待される。
②越前市都市計画マスタープラン（平成29年2月改訂予定）
【第４章　全体構想（土地利用）　（３）土地利用の方針】の中で、「広域高次都市機能ゾーン」として設定し、「広域交通の結節点としての高い交通利便性を活かし、丹南地域の玄関口としてふさわしい、質の高いサービスが得られる広域高次都市機能の誘導を図る」とす
る。
③越前市総合戦略（平成27年11月策定）
【５．越前市総合戦略の構成と具体的な取組み　基本目標Ⅰ　旺盛な求人を背景に、生産年齢人口を確保します】の施策（１）立地企業への支援、既存産業の活性化等による働く場所の確保・充実　において、「越前和紙、越前打刃物、越前箪笥といった市内の伝統工
芸のさらなる活性化を図る」となっている。
④越前市工芸の里構想（平成26年度策定）
【４－２ 伝統産業（全体）の共有・連携による振興策　振興策３クラフトツーリズムの強化】（５）南越駅（仮称）における伝統産業の情報発信の起点としての位置付けにおいて、「南越駅（仮称）に伝統工芸のギャラリーやショップ、クラフトツーリズムの受付窓口等を設置す
るとともに、各産地にアクセスできるための二次交通を整備する等、伝統産業の情報発信の起点として位置付ける。」となっている。
⑤越前市立地適正化計画（案）（平成29年2月策定予定）
南越駅（仮称）を「高速・広域交通網が近接し、幅広い交通手段の来訪者が訪問しやすい立地特性を生かして、丹南地域の広域交通拠点、広域交流の起点として活用」及び「北陸新幹線南越駅とＪ Ｒ武生駅のアクセスを強化し、広域圏からの来訪者を中心
拠点に誘引」する拠点（広域交通拠点・広域交流起点）として位置づけ

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

計画期間 交付期間 32
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都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
【整備方針１】：国道８号・武生インターチェンジ・新幹線駅に近接している立地を活かした広域交通の拠点づくり
・各交通機関利用者が快適に利用できる乗換え空間の整備

・東口広場整備事業（基幹事業、地域生活基盤施設）
・東西連絡通路(基幹事業、高次都市施設）
・市道南越駅周回線（仮称）整備事業（関連事業）
・P＆R駐車場整備事業（関連事業）
・道の駅（道路区域）整備事業（関連事業）

【整備方針２】：半径１０ｋｍ圏内に集積している５つの伝統産業や越前海岸などの地域資源へ誘導をはかり、地域の活性化を促す、広域交流の起点とし
てのまちづくり
・丹南地域の玄関口として、賑わいや安全・安心をもたらす場の創出
・地域資源へ誘導する起点としての整備

・多目的広場（基幹事業、地域生活基盤施設）
・観光交流センター(仮称）整備事業(基幹事業、高次都市施設）

・


